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7 月１日現在の会員数 　1,122 名

平
成
二
十
九
年
度 

夏
季
講
演
会
・
会
員
交
流
会 

開
催

時
と
し
て
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
そ
う
し
た
チ
ェ
ッ
ク
機
能
で
あ
る
』
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

安
倍
政
権
の
課
題
と
日
本
政
治
の
行
方
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
と
し

て
勤
務
し
た
キ
ャ
リ
ア
や
、
政
治
ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
常
に
政
治
の
中

心
に
居
て
、
政
治
の
表
も
裏
も
知
り
抜
い
た
方
だ
か
ら
こ
と
お
聞
き
す

る
事
の
出
来
た
話
し
で
あ
り
、
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
も
交
え
、
多
く
の
有

力
な
政
治
家
と
の
付
き
合
い
の
中
か
ら
発
せ
ら
れ
る
言
葉
は
大
変
興
味

深
い
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
伊
藤
氏
は
こ
れ
ま
で

の
政
治
ア
ナ
リ
ス
ト
人
生
の
中
で
、
政
治
家
の
発

し
た
名
言
・
格
言
に
つ
い
て
も
触
れ
ま
し
た
。

伊
藤
氏
も
近
い
と
こ
ろ
に
い
た
こ
と
の
あ
る
田

中
角
栄 

元
総
理
の
名
言
・
格
言
の
中
で
、
次
の

言
葉
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

『
言
っ
て
良
い
言
葉
、
悪
い
言
葉
』

『
言
っ
て
良
い
時
、
悪
い
時
』

『
言
っ
て
良
い
人
、
悪
い
人
』

す
な
わ
ち
、
責
任
あ
る
地
位
に
あ
る
も
の
は
、

き
ち
ん
と
T
P
O
を
考
え
て
喋
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
。
そ
し
て
、『
決

断
力
は
、
情
報
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
』
そ
し
て

『
政
治
家
は
次
の
世
代
を
考
え
る
』、『
政
治
屋
は
次
の

選
挙
を
考
え
る
』
と
も
紹
介
し
、
国
民
は
、
し
っ
か
り

し
た
目
線
で
政
治
を
見
つ
め
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

今
回
、
講
演
会
に
参
加
頂
い
た
の
は
七
十
五
名
。
講

演
会
は
商
工
会
理
事
で
広
島
北
法
人
会 

高
陽
支
部
理

事
で
も
あ
る
大
前
清
治
氏
に
よ
る
閉
会
挨
拶
で
終
了
し

ま
し
た
。

こ
の
後
、 

会
員
交
流
会
は
引
き
続
き
商
工
会
理
事 

坂
戸
透
氏
に
よ
る
司
会
と
商
工
会
理
事
で
広
島
北
法
人

会
高
陽
支
部
の
山
本
靖
則
支
部
長
に
よ
る
挨
拶
と
乾
杯

の
発
声
に
よ
り
開
始
と
な
り
有
意
義
な
会
員
交
流
会
と

な
り
ま
し
た
。

最
後
は
佐
藤
副
会
長
の
中
締
め
に
よ
り
、
会
員
交
流
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

　

記
事　

事
務
局
長　

増
田 

隆
文

平
成
二
十
九
年
六
月
十
八
日
（
日
）
午
後
五
時
よ
り
高
陽
町
商
工

会
館
二
階
ホ
ー
ル
に
て
、
公
益
社
団
法
人
広
島
北
法
人
会
と
の
共
催

で
『
平
成
二
十
九
年
夏
季
講
演

会
＆
会
員
交
流
会
』
を
開
催
致

し
ま
し
た
。

夏
季
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
の

は
一
昨
年
に
続
い
て
四
回
目
で

あ
り
、「
高
陽
町
商
工
会
長
期

行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
会
員

の
皆
様
に
対
し
て
最
新
の
政
治

経
済
情
報
を
提
供
す
る
機
会
と

し
て
、
ま
た
会
員
相
互
の
異
業

種
交
流
に
よ
る
相
互
利
用
を
促

進
し
た
い
と
企
画
致
し
ま
し

た
。今

回
は
、
政
治
ア
ナ
リ
ス
ト
で
T
B
S
系
『
ひ

る
お
び
』、フ
ジ
レ
ビ
系
『
と
く
ダ
ネ
』『
ス
ー
パ
ー

ニ
ュ
ー
ス
』、
テ
レ
ビ
朝
日
系
『
ワ
イ
ド
ス
ク
ラ
ン

ブ
ル
』『
ス
ー
パ
ー
j
チ
ャ
ン
ネ
ル
』
等
、
多
く
の

テ
レ
ビ
番
組
レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し

て
も
お
馴
染
み
の
伊
藤
惇
夫
氏
を
お
招
き
し
、『
ど

う
な
る
日
本
の
政
治
と
経
済
』
と
題
し
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。

大
下
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
伊
藤
氏
に
よ
る

最
新
の
政
治
情
報
を
含
む
丁
寧
で
大
変
解
り
や
す

い
講
演
は
、
予
定
の
一
時
間
三
十
分
を
大
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
伊
藤
氏
は
、
政
権
に
対
し
て
厳
し

い
物
言
い
を
す
る
の
が
自
分
の
立
場
で
あ
り
、
本
来
野
党
が
果
た
す

べ
き
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
野
党
は
弱
く
、
そ
の
機
能
が
全
く
無
い
状
況

の
中
で
、『
マ
ス
コ
ミ
が
果
た
す
役
割
は
、
政
権
与
党
が
権
力
を
行

使
し
よ
う
と
す
る
時
、
そ
の
内
容
に
疑
問
や
問
題
が
あ
る
時
に
は
、

総
務
委
員
会
報
告　
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平
成
二
十
九
年
度 

第
57
回 

総
代
会 

開
催

第90号

平
成
二
十
九
年
度 

『
第

五
十
七
回
通
常
総
代
会
』
を
、

去
る
五
月
十
八
日
（
木
）
午
後

六
時
三
十
分
よ
り
高
陽
町
商
工

会
館
二
階
ホ
ー
ル
に
て
、
日
本

政
策
金
融
公
庫 

広
島
支
店 
支
店

長 

岸
本
英
司
氏
、
広
島
県
商
工

会
連
合
会 

専
務
理
事 

石
井
正
朗

氏
の
お
二
方
の
来
賓
を
賜
わ
り

開
催
致
し
ま
し
た
。

総
代
会
は
、
小
野
慎
治
理
事

を
議
長
に
選
任
し
て
議
事
が
進

め
ら
れ
、
平
成
二
十
八
年
度
事

業
報
告
・
同
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
の
報
告
と

承
認
を
得
て
、
平
成
二
十
九
年
度
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
が

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

大
下
会
長
よ
り
最
初
に
『
高
陽
町
商
工
会
』
は
平
成
二
十
五
年
度

よ
り
長
期
行
動
計
画
と
し
て
「
商
工
会
運
営
理
念
」
及
び
中
期
目
標

と
し
て
五
年
後
の
「
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
」「
地
域
内
商
工
業
者
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
掲

げ
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
来
た
事
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
現
在
、
平
成

二
十
七
年
十
一
月
に
経
済
産
業
大
臣
よ
り
認
定
を
受
け
た
高
陽
町
商
工
会
『
経
営
発
達
支
援

計
画
』
を
国
・
県
が
求
め
る
最
重
要
命
題
と
し
て
位
置
付
け
、
業
務
の
一
丁
目
一
番
地
に
据

え
、
管
内
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
に
向
け
新
た
な
需
要
の
開
拓
に
資
す
る
事
業
へ
の

取
組
み
、
具
体
的
に
は
持
続
化
補
助
金
申
請
支
援
、
マ
ル
経
融
資
へ
の
取
組
み
、
経
営
力
向

上
計
画
策
定
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
申
請
支
援
と
幅
広
い
取
組
み
を
行
っ

て
い
る
と
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

常
に
会
員
事
業
者
に
寄
り
添
い
、
伴
走
型
の
商
工
会
と
し
て
小
規
模
事

業
者
支
援
の
為
、『
高
陽
町
商
工
会 

中
期
（
五
年
）
の
行
動
計
画
』
の
総

仕
上
げ
を
図
る
と
と
も
に
、
経
営
計
画
作
成
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
あ
る
い
は
、

持
続
化
補
助
金
申
請
の
支
援
強
化
、
会
員
事
業
所
の
経
営
体
質
強
化
に
向

け
た
経
営
指
導
の
強
化
及
び
販
路
開
拓
支
援
に
努
め
て
行
く
べ
く
決
意
を

新
た
に
し
て
い
る
と
の
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
基
準
組
織
率
確
保
の
た
め
、
会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
、
役
員
・
総
代
・
会
員
・
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
組
み
の
結
果
、
期

中
八
十
四
名
の
新
規
加
入
を
頂
い
た
こ
と
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
己
財
源
確
保
策
と
し
て
の
共
済
事
業
に
於
い
て
、
商
工
貯
蓄

共
済
三
百
十
一
口
（
達
成
率
１
５
６
％
）
の
新
規
加
入
を
頂
き
、
県
下

三
十
四
商
工
会
中
第
二
位
と
な
り
、
目
標
を
達
成
す
る
事
が
出
来
た
こ
と

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
今
回
多
年
に
わ
た
り
商
工
会
に
勤
務
し
、
地
域
商
工
業

の
振
興
の
為
に
精
励
し
、
成
績
も
極
め
て
優
秀
で
あ
っ
た
事
が
評
価
さ
れ
、

広
島
県
商
工
会
連
合
会
よ
り
会
長
表
彰
を
受
け
た
熊
谷
典
行 

経
営
指
導
員

に
対
し
、
石
井
専
務
理
事
よ
り
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
総
代
会
に
参
加
頂
い
た
総
代
数
は
八
十
四
名
。
総
代
会
終
了
後
、

懇
親
会
に
移
り
、
来
賓
及
び
七
名
の
議
員
を
迎
え
、
髙
地
副
会
長
の
乾
杯

の
発
声
に
よ
り
開
宴
し
ま
し
た
。
増
田
事
務
局
長
の
司
会
の
下
、
本
日
来

賓
と
し
て
出
席
頂
い
た
方
々
を
交
え
て
の
懇
親
会
は
、
活
発
に
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
佐
藤
誠
治
副

会
長
の
中
締
め
に
よ
り
懇
親
会
が
閉
会
し
、
当
日
予
定
し
た
全
て
の
行
事
は
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

　

記
事　

総
務
委
員
会　

委
員
長　

大
前 

清
治
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第
五
十
七
回
総
代
会
開
催
に
あ
た
っ
て

 

高
陽
町
商
工
会　

    　
　

会 

長　

大
下　

秀
明

 

平
素
は
高
陽
町
商
工
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
高
陽
町
商
工
会
は
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
長
期
行
動
計
画
と
し
て
「
商
工
会
運

営
理
念
」
及
び
中
期
目
標
と
し
て
五
年
後
の
「
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
」「
地
域
内
商
工
業

者
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
掲
げ
会
員
事
業
所
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、
事
業
を
推
進

し
て
参
り
ま
し
た
。　

そ
し
て
、
管
内
小
規
模
事
業
者
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
行
う
べ
き
支
援
事
業
を
策

定
し
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
に
経
済
産
業
大
臣
よ
り
認
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
『
経
営

発
達
支
援
計
画
』
に
基
づ
く
経
営
支
援
事
業
を
最
重
要
命
題
と
位
置
付
け
、「
経
営
計
画

策
定
・
実
行
支
援
」、「
経
済
動
向
・
需
要
調
査
」、「
販
売
促
進
支
援
」
に
軸
足
を
置
き
、

事
業
者
に
寄
り
添
い
専
門
家
・
関
係
機
関
・
金
融
機
関
と
連
携
し
、取
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、「
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
く
長
期
行
動
計
画
」・「
経
営
発
達
支
援
計
画
」

の
い
ず
れ
の
事
業
も
そ
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
事
業
の
総
仕
上
げ
に
向
け
た
対
応
を
着
実

に
実
行
し
て
行
く
と
と
も
に
、
更
に
体
制
の
強
化
を
図
り
、
経
営
指
導
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
通
じ
、
商
工
会
会
員
の
経
営
に
資
す
る
取
組
み
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

高
陽
町
商
工
会
は
、
常
に
会
員
事
業
者
に
寄
り
添
い
、
伴
走
型
の
商
工
会
と
し
て
会
員

事
業
所
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

高陽町商工会組織図 
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青
年
部
報
告　
　
　

	

青
年
部
部
長
　
江
川 

卓
也

第
四
十
八
回 

青
年
部
通
常
総
会

　

平
成
二
十
九
年
四
月
十
七

日
、
第
四
十
八
回
商
工
会
青

年
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報

告
収
支
決
算
、
平
成
二
十
九

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
、

全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は（
有
）ミ
ツ
イ
塗
料
満

井
宏
昭
さ
ん
、佐
々
木
板
金
店

佐
々
木
敏
哉
さ
ん
、（
有
）森
國

商
会
森
國
誉
也
さ
ん
、モ
ー

モ
ー
乳
食
小
田
弘
志
さ
ん
、

（
株
）ネ
オ
ビ
ル
ド
畠
田
延
志
さ
ん
、五
名
の
青
年
部
員
が
卒

業
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
四
十
五
歳
で
の
定
年
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
部
員
が
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
一
丸
と
な
っ
て

部
員
増
強
を
行
い
、
一
名
で
も
部
員
を
増
や
し
地
域
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
も
し
お
知
り

合
い
で
青
年
部
へ
入
会
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、是
非
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記
事　

青
年
部　

部
長　

江
川 

卓
也

青
年
部
研
修
旅
行

　

平
成
二
十
九
年
度
青
年
部
視
察
研
修
旅
行
と
し
て
、
六

月
三
日
、
四
日
の
二
日
の
工
程
で
大
阪
・
京
都
へ
総
勢
十
五

名
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

広
島
よ
り
新
幹
線
に
て
大
阪
に
到
着
後
、
最
初
に
松
下
幸

之
助
歴
史
館
を
訪
問
し
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

過
去
か
ら
の
電
化
製
品
等
を
見
る
事
が
で
き
、
時
代
の
変

化
や
ス
ピ
ー
ド
を
強
く
感
じ
、
日
本
の
電
機
産
業
の
パ
イ
オ

ニ
ア
で
あ
る
松
下
幸
之
助
さ
ん
の
苦
労
や
功
績
を
学
ぶ
事
が

で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

さ
す
が
大
阪
、
ど
の
お
店
も
活
気
に
溢
れ
、
串
カ
ツ
な
ど
の

ご
当
地
名
物
料
理
を
美
味
し
く
い
た
だ
く
事
が
で
き
ま
し

た
。次

い
で
天
満
天
神
繁
昌
亭
に
て
落
語
を
堪
能
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
初
め
て
生
で
聴
く
落
語
で
し
た
が
噺
は
面
白
く

落
語
が
よ
り
身
近
に
感
じ
る
事
が
で
き
、
と
て
も
貴
重
な
体

験
が
で
き
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
心
斎
橋

で
美
味
し
い
中
華
料
理
と

お
酒
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
部
員
同
士
の
親
睦
を
よ

り
深
め
る
事
が
出
来
ま
し

た
。二

日
目
は
、
宿
泊
先
ホ

テ
ル
か
ら
貸
切
バ
ス
に
乗

り
、
京
都
の
清
水
寺
と

二
条
城
を
巡
り
歴
史
あ

る
建
造
物
と
京
都
の
風
情

を
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
二
条
城
で
の
き
ゅ
っ

き
ゅ
っ
と
音
の
鳴
る
の
ウ

グ
イ
ス
張
り
の
廊
下
に
は

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鉄
道
博
物
館

に
行
き
、
展
示
さ
れ
て
る

貴
重
な
車
両
の
数
々
を
見

学
し
ま
し
た
。
色
ん
な
時

代
を
駆
け
抜
け
た
車
両
に

各
自
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

二
日
間
の
視
察
研
修
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
視
察

研
修
で
得
た
も
の
は
非
常
に
多
く
、
そ
こ
か
ら
学
び
感
じ
た

も
の
を
青
年
部
員
で
共
有
し
、
今
後
の
青
年
部
活
動
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。記

事　

青
年
部　

河
野 

和
広

青
年
部
主
張
発
表
大
会

平
成
二
十
九
年
六
月
十
四
日
（
水
）
に
芸
北
地
域
協
議
会

主
張
発
表
大
会
・
青
年
部
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選
会
を
通
過
し
、
広
島
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
と
し
て
挑
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
県
大
会
に

進
む
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
商
工
会
に
入
っ
て
か

ら
の
こ
の
約
四
年
間
を
振
り
返
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

大
阪
か
ら
広
島
に
来

て
商
工
会
の
皆
さ
ん
に

暖
か
く
迎
え
入
れ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
、
青
年

部
活
動
に
参
加
し
て
か

ら
の
人
と
の
繋
が
り
が

で
き
た
こ
と
に
、
感
謝

の
思
い
を
伝
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

主
張
発
表
大
会
向
け
て

青
年
部
の
皆
さ
ん
に
は

練
習
の
場
を
設
け
て
頂

き
、
様
々
な
ご
指
導
を

頂
き
ま
し
た
。

ま
た
い
つ
の
日
か
再
挑
戦
し
、
次
回
は
全
国
大
会
に
出
場

で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
青
年
部
活
動
に
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

記
事　

青
年
部　

渡
辺 

哲
司
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女
性
部
報
告　
　
女
性
部
部
長
　
大
瀬
戸 

紫
苑
子

女
性
部
担
当
職
員
歓
送
迎
会
開
催

こ
の
度
、
四
年
間
、

女
性
部
主
担
当
と
し
て

お
世
話
に
な
っ
た
山
﨑

祐
輔
課
長
が
、
四
月
一

日
付
け
で
三
次
広
域
商

工
会
へ
異
動
と
な
り
、

後
任
と
し
て
広
島
県
商

工
会
連
合
会
よ
り
堀
田

良
助
課
長
が
着
任
さ
れ

ま
し
た
。
さ
さ
や
か
な

が
ら
、
お
二
人
の
歓
送

迎
会
を
平
成
二
十
九
年

四
月
二
十
四
日
（
月
）

高
陽
町
商
工
会
館
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
五
十
二
名
の

部
員
が
参
加
し
、
大
瀬

戸
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
乾
杯
の
発
声
、
懇
親
会
に
入
り
ま

し
た
。
懇
親
会
で
は
、
悠
久
の
会
の
藤
村
さ
ん
に
よ
る
三
味

線
や
、
女
性
部
員
の
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、
い
ち
ご
サ
ロ
ン
の

山
本
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
、
と
て
も
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
『
星
影
の
ワ
ル
ツ
』
を
参
加
者
全
員
で
合
唱
し
、

ア
ー
チ
を
作
っ
て
山
﨑
課
長
を
お
見
送
り
し
ま
し
た
。
山
﨑

課
長
、
こ
れ
か
ら
も
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。
お
元
気
で
。

記
事　

女
性
部　

副
部
長　

平
田 

ミ
チ
エ

平
成
二
十
九
年
度
女
性
部
通
常
総
会
開
催

　

高
陽
町
商
工
会
女
性
部
（
部
員
一
〇
二
名
）
で
は
、
五
月

二
十
二
日
（
月
）、
高
陽
町
商
工
会
館
二
階
講
習
会
室
に
お

い
て
、
平
成
二
十
九
年
度
第
四
十
八
回
通
常
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
部
員
六
十
七
名
（
本
人

出
席
四
十
三
名
、
委
任
状
出
席

二
十
四
名
）
の
出
席
の
も
と
、
提

案
さ
れ
た
二
つ
の
議
題
を
審
議

し
ま
し
た
。
第
一
号
議
案
平
成

二
十
八
年
度
事
業
報
告
書
・
同
収

支
決
算
等
の
承
認
に
つ
い
て
、
第

二
号
議
案
平
成
二
十
九
年
度
事
業

計
画
書（
案
）・
同
収
支
予
算
書（
案
）

の
承
認
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
新
年
度
事
業

が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
度
は
、「
楽
し
く

な
く
ち
ゃ
女
性
部
じ
ゃ
な
い
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
再
度
掲
げ
、

女
性
部
の
事
業
へ
参
加
す
る
楽
し

さ
を
よ
り
浸
透
さ
せ
な
が
ら
、
研

修
会
の
開
催
や
参
加
を
通
し
、
自
己
研
鑽
に
努
め
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
日
会
場
に
は
、
部
員
の
皆
さ
ん
が
手
芸
教
室
に
お
い
て

制
作
さ
れ
た
手
作
り
の
逸
品
が
展
示
さ
れ
、
そ
の
見
事
な
出

来
栄
え
に
話
題
の
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
終

了
後
の
交
流
会
で
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
話
が
は
ず
み
、
皆
で

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
だ
後
、
最
後
は
青
山
清
子
常
任
委
員
の

閉
会
の
挨
拶
で
、
当
日
の
女
性
部
通
常
総
会
は
終
了
し
ま
し

た
。

記
事　

女
性
部　

部
長　

大
瀬
戸
紫
苑
子

婚
活
委
員
会
を
開
催

六
月
十
三
日
（
火
）
に
平
成

二
十
九
年
度
第
一
回
婚
活
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
今
年
度
開

催
す
る
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
第
一
回
婚
活
は

七
月
三
十
日
（
日
）
に
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
真
剣
に
結
婚
を

考
え
て
い
る
四
十
五
歳
ま
で
の
男
女

を
募
集
し
ま
す
。

記
事　

女
性
部　

部
長　

大
瀬
戸
紫
苑
子

青
年
部
O
B
会
報
告　
　
青
年
部
O
B
会
会
長 

　
江
川
　
　
寛

～
第
六
回
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会
の
ご
案
内
～

今
年
度
も
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
総

会
を
平
成
二
十
九
年
七
月
三
一
日

（
月
）
の
六
時
三
十
分
よ
り
開
催
し

ま
す
。
早
い
も
の
で
こ
の
度
、
第

六
回
目
を
迎
え
ま
す
。
総
会
で
は

第
一
号
議
案
と
し
て
平
成
二
十
八

年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

書
の
承
認
に
つ
い
て
、
第
二
号
議

案
と
し
て
平
成
二
十
九
年
度
事
業

計
画
書
並
び
に
収
支
予
算
書
（
案
）

に
つ
い
て
審
議
し
て
頂
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
と
経
験
を
も
と
に
、
今
年
度

も
積
極
的
に
青
年
部
活
動
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。
青
年
部

Ｏ
Ｂ
会
に
対
し
て
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

記
事　

青
年
部
Ｏ
Ｂ
会　

会
長　

江
川　

寛
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ご入会ありがとうござ
います。おかげ様で新しい仲間が増えました !!

事 務 局 員 紹 介 

事
務
局
報
告	　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
	

	
	

	
	

	
	

	

　

	

事
務
局
長
　
増
田 

隆
文

『
Ｂ
Ｕ
Ｙ 

Ｋ
こ
う
よ
う
・
し
ら
き 

２
０
１
８
』

 
掲
載
事
業
所
の
募
集

『
Ｂ
Ｕ
Ｙ 

こ
う
よ
う
・
し
ら
き

２
０
１
８
』
の
発
行
に
向
け
準
備
を
開
始

し
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
冊
子

の
発
行
も
初
回
版
の
発
行
後
、
今
年
度
ま

で
で
七
回
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

青
年
部
で
は
、
高
陽
町
商
工
会
会
員

で
あ
る
地
域
事
業
者
を
積
極
的
に
ご
利
用

い
た
だ
く
様
に
と
の
思
い
を
込
め
、
作
成

発
行
し
、
地
元
小

学
校
、
中
学
校
、

高
校
を
含
め
、
金

融
機
関
、
各
種
公

共
施
設
に
配
布
さ

せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
今
月
七
月

の
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
に
掲
載
申

込
書
を
同
封
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
と

も
お
申
込
み
下
さ
い
ま
す
様
ご
案
内
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

今
後
、
更
に
活
用
し
や
す
い
冊
子
づ

く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
ご
意
見
・

ご
感
想
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　新
年度
（平
成 3

0 年
度）
版発

行に
向け
てクー

ポン
の掲

載を
募

集しま
す。
各事

業で
クー
ポン
を発

行す
る事
で会

員相
互利

用を
図

ります
。ぜ
ひおト

クなク
ーポ
ンの
掲載
よろし

くお願
いい
たしま

す。

　ま
たク
ーポ
ンペ

ージ
は 2

ペー
ジ目
（予

定）～
掲載

する
為、
お

客様
の目
にとま

りや
すい
構成
にな
って
いま
す。

　クー
ポン
の内
容は
下記
にご
記入
いた
だき
、FA

X ま
たは
郵便
で

8 月
31 日

まで
にお
送りく

ださ
い。

クー
ポン
例：「

料金
より
10%
OFF」

「ドリ
ンクプ

レゼ
ント」

　　
　　
　　「

入会
金無
料」「

オプ
ション

◯◯
サー
ビス
」等

締め切
り8 月

31 日

30

30

BUY
KOYO
SHIRAKI

2016

高陽町
商工会

事業所
紹介リ

スト

発行：
高陽町

商工会
青年部

おトクな

クーポン付

FR
EE

TAKE

無 料

　ご
好評

いた
だい

てお
りま
す『
BUY

こうよ
う・し

らき
』を
平成

30 年
度版
も作
成す
る事
となり

ました
。平
成 3

0 年
度版
は表
紙も

一新
され
、全

商工
会員
（1,1

50 人
）だ

けで
なく公

共施
設な
どに

も配
布し、

より多
くの方

に手
にとっ

てい
ただ

けるよ
うに
進め

てい

ます
。

　掲
載料

をい
ただ

きま
せん
。無

料で
掲載

いた
しま
すの
で、
皆様

の売
上げ
アップ

に繋
がれ
ばと考

えてい
ます
。

　そ
こで
事業

情報
及び

掲載
情報

をご
記入

頂き
、FA

X 若
しくは

郵

便で
お送
りくだ

さい
。事
業情
報は『

BUY
こうよ

う・し
らき
』及び

ホー

ムペ
ージ
でも
紹介
させ
て頂
きま
す。

（前列：左から） 　 経営指導員　　 経営指導員　　   　 事務局長　          　 課長 経営指導員　   　 経営指導員　
田窪　尊  大上 恵子   　増田 隆文 　 　 堀田 良助         熊谷 典行

第
四
回
経
営
発
達
支
援
事
業
評
価
委
員
会
開
催

去
る
六
月
十
二
日
、
高
陽
町
商
工
会
二
階
会
議

室
に
お
い
て
、
第
四
回
と
な
る
事
業
評
価
委
員
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
二
七
年
十
一
月
に
認
定
を
受
け

た
「
経
営
発
達
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
い
て
実

施
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
、
外
部
有
識
者
と
商
工

会
執
行
部
お
よ
び
各
部
会
か
ら
の
代
表
者
で
構
成

さ
れ
る
評
価
委
員
会
が
評
価
・
見
直
し
を
行
う
も

の
で
、
冒
頭
、
大
下
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
今
回

は
、
計
画
の
二
年
目
と
な
る
平
成
二
八
年
度
分
の

事
業
を
中
心
に
以
下
の
議
案
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

○	

協
議
事
項
Ⅰ
．
平
成
二
八
年
度
事
業
評
価

（
案
）
に
つ
い
て

○	
協
議
事
項
Ⅱ
．
平
成
二
九
年	

度
実
施
事
業

の
内
容
と
成
果
目
標
に
つ
い
て

○	

協
議
事
項
Ⅲ
．
平
成
三
〇
年
度
以
降
の
経

営
発
達
支
援
計
画
認
定
に
向
け
て

概
ね
委
員
か
ら
は
良
い
評
価
を
得
ら
れ
た
一
方

で
、
一
部
の
項
目
に
つ
い
て
評
価
基
準
の
修
正
を

行
い
、
コ
メ
ン
ト
を
追
記
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
次
回
平
成
三
〇
年
度
以
降
の
経
営
発
達

支
援
計
画
作
成
に
向
け
て
、

・
分
り
易
い
資
料
作
り
や
評
価
の
基
準
を
心
掛
け

て
欲
し
い
。

・
商
工
会
内
の
部
会
や
委
員
会
等
の
意
見
も
幅
広

く
取
り
入
れ
て
欲
し
い
。

等
の
助
言
を
い
た
だ
き
、
末
田
副
委
員
長
の
挨

拶
後
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
商
工
会

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（後列：左から）　 　記帳指導員　 記帳指導員　　  記帳指導員　　　　  記帳指導員　　 　補助員　　　　     補助員
 　沖　美香　石田 夫知永　森田 ヒトミ  　  平田 智子　　 永田 八千代　  上田 良子
 　（白木支所）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　  （白木支所）
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こ
の
度
、
四
月
一
日
付
で

前
任
の
山
﨑
課
長
の
後
任
と

し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
堀

田
良
助
（
ほ
っ
た　

り
ょ
う

す
け
）
と
申
し
ま
す
。
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

商
工
会
で
の
前
歴
は
、
五

日
市
商
工
会
で
指
導
員
と
し

て
十
一
年
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ

ら
ざ
で
一
年
二
カ
月
、
県
連

で
七
年
十
カ
月
勤
務
い
た
し

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
商
工

会
で
の
勤
務
と
な
り
ま
す
の

で
、
多
く
の
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
会
員
様
や
役
職
員

の
方
に
暖
か
く
迎
え
て
い
た

だ
き
、
毎
日
、
楽
し
く
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。少

し
で
も
早
く
慣
れ
、
地

域
の
為
、
会
員
様
の
為
に
全

力
を
尽
く
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
陽
町
商
工
会　

課
長　

堀
田 

良
助

着
任
ご
挨
拶

Information

1．高陽絆まつり 平成 29 年   7 月 22 日（土）   9:30 ～ 17:50　　フジグラン高陽 ふれあい広場

2．一日無料個別法律相談会 平成 29 年   7 月 25 日（火）10:30 ～ 16:00　　高陽町商工会 事務室

3．青年部ＯＢ会総会 平成 29 年   7 月 31 日（月）19:00 ～ 21:00　　高陽町商工会館 2 階ﾎｰﾙ

4．産直市 平成 29 年 11 月　3 日（金）10:00 ～ 15:30　　フジグラン高陽 ふれあい広場

5．会員親睦日帰り旅行 平成 29 年 11 月 19 日（日）   　　「山口探訪」日帰りの旅 

インフォメーションインフォメーション 今年度行事予定

 　予定行事   開催日・ 曜日  　時　間　 　　　開催場所 

商工会会員の借入制度

専門家派遣事業（無料3回）

社長、役員、家族従業員の労災加入

融資 学ぶ 税務 記帳労働
保険

地域
振興

情報
提供

福利
厚生

専門家
派　遣

高陽町商工会は事業者の皆様のための
地域に根差した公的経済団体です

1.11％（平成29年4月12日現在）
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◆加入資格　　
　当商工会の地区内（旧高陽町 ･ 白木町）において、営業所、事務所、工場又は
   事業場を有する商工業者の方。
◆加入金及び年会費
　加入金　　10,000 円
　年会費　　個人事業者 11,000 円　　法人事業者 13,000 円
　　　　　   特別会員（種類により会費額が異なります。詳細は商工会へお問い合わせ下さい。）
　　　　　    ※ 尚、加入月により減免制度あり。
◆ご紹介方法
　お知り合いの方に入会についてお声掛頂き加入申込書にご記入の上、FAX 又は TEL にてご連絡
　お願いします。　
　（加入申込書は商工会事務局に準備しています。）
　商工会入会メリット、お役に立てる事業案内を準備していますのでご利用下さい。
　（必要時は商工会事務局へお申し付け下さい。）
　※ 入会については役員会承認後ご本人に承諾書を送付し加入金及び会費を納入された時点で正式
　　 加入となります。

高陽町商工会　事務局
♥本　　所　　安佐北区深川５丁目 21-21　　TEL:842-0186　　FAX：845-0939
♥白木支所　　安佐北区白木町秋山 2391-4　 TEL:828-0703　　FAX：828-1764

お知り合いの方を
　　　ご紹介ください !!

事　　業　　所　　名 代 表 者 名 地区名 業　　　種
グルメハウス竹 竹内　美幸 小河原 飲食業
Ｂ．Ｃ．グラフィック 中西　泰健 地区外 写真撮影
寺西秀隆 深　川 不動産賃貸、農業
㈲創妍 正木　忠之 落合東 太陽光事業
枌岡ミヨコ 深　川 不動産、農業
㈱ ASRUN 谷本　詳太 落合東 内装工事業
こはる興業 小野絵里香 深　川 土木・土工
桐本節子 深　川 不動産
土地家屋調査士法人　中友 室　　浩一 地区外 土地家屋調査士
ヘアーメイクスタジオ　アルファ 村田　安弘 口田東 美容業
倉岡組 倉岡　晃一 深　川 解体工事
㈱もみじ銀行　高陽ニュータウン支店 亀　崎 銀行業
司法書士・行政書士　菅井事務所 菅井　之央 口田東 司法書士・行政書士
㈱橋本電工 橋本　　守 落合東 電気工事
大上免浩介 真　亀 塗装業
高山千鶴母乳育児相談室　ちいちゃん助産院 高山　千鶴 口田東 母乳育児相談
Mak　Flower　Works 池田　和美 亀　崎 生花販売
延岡工業 延岡　　武 深　川 土木工事
モダンズ吟 上岡美由紀 深　川 飲食業
平井内装 平井　　巧 口　田 内装仕上施工

新入会員紹介　（入会期間　２９年３月１６日～２９年６月２８日）
ご入会ありがとうございます。おかげ様で新しい仲間が増えました !!


